
協立総合病院
の初期研修



• みなと医療生活協同組合という地元住民で組織された団体が運営する病院

• １９６０年に組合は伊勢湾台風の被害を受けた住民が中心となってつくられ、１９７７年
に前身である協立病院が設立

• 地域での組合員のネットワーク、多くのボランティア活動に支えられている



協立総合病
院とは

• 病床数：434床 （緩和ケア16床含む）

• 二次救急

• 医師数：69名

• ３年目～ 専門医取得： 内科 整形外科
救急科 総合内科（予定）

• 病院長：堀井 清一（名古屋大学出身）



研修医の人数

• 出身大学：

1年目：愛知医科大学、岡山大学、長崎
大学、浜松医科大学、藤田医科大学、

2年目：愛知医科大、岐阜大、鳥取大、名
古屋大、藤田医科大

男 女 合計

2016 4 0 4

2017 2 2 4

2018 3 2 5

2019 2 3 5

2020 4 1 5



臨床研修2年間の流れ

病棟研修

ER研修

当直

内科外来

診療所往診

1年次 2年次

6月？

4月3週

12月？

4月？

それぞれ？



研修すべき期間と内容
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中規模病院は
症例が少な
い・・・？

「疾患の併存」 「原因不明」 etc….

一筋縄ではいかない患者さんが多い

研修２年間で

複雑な患者さんにも

しっかり対応できる臨床力が身につく



研修医の数が
少なめ・・・？

★1人の研修医につき1人の指導医がつく

★人数が少ない分、主体となってやらせ

てもらえるチャンスが多い

★研修医同士が自然と仲良くなれる



救急外来

☆慣れない初めのうちは…

まずは日中、指導医（救急専門医）の先生と一緒に。

１症例ずつ、ファーストタッチから帰宅・入院まで寧に。

☆慣れてきたら…

10月頃より夜間の当直勤務開始。

最初は上級医、２年目の研修医と一緒に入る。

それぞれのペースで一人立ち。

二次救急

約 1140 人/月 （昨年度平均）



当直システム

当直は月に4‐5回ほど 翌日は午前中のみ出勤
する

必ず上級医が一緒にい
らっしゃる



主治医制

• 4月の中旬より患者さんの主治
医として働く

• 常に上級医と相談でき、適切な
判断・指示を仰げる。

• 自分の処理能力に合わせて上
級医が、患者さんを割り当ててく
れる



気になる
ＱＯＬは？

• 勉強会：胸部レントゲン読影勉強会、救急症例
検討会、研修医勉強会、腹部エコー勉強会な
ど

• ＱＯＬは大丈夫！？

→ たくさんの症例、勉強会も盛りだくさん。簡単
に言えば、全て自分次第。早く帰る人もいれば、
遅くまでいる人もいます。

• 臨機応変に選択できる、自主的な成人型学習
が特徴的です！



気になる
生活面は？

• 【研修手当】

• 1年次：350,000円/月、賞与：790,650円/年

• 2年次：410,000円/月、賞与：1,172,500円/年

• 当直料1年次 23,000円/回、2年次 46,000円/回

• 当病院外来通院費・薬剤費の補助（年上限10万
円）

• 学会出張費の補助（年度内3回）、演題発表があ
れば回数制限なし

• 年度内に2つの学会等の入会金/年会費を補助



気になる
生活面は？

• 【休暇】

• 有給休暇について、初年度は6か月後に取得
可能。

一年目＝10日、二年目＝12日

• 夏季休暇、年末年始休暇、特別休暇もあり

• 土曜日が半日出勤のかわりに、月に２日の公
休

• 【その他】

• 周辺にはLaLaport、MEGAドンキなど大型商業
施設があり、便利です

• 名古屋中心部へは地下鉄で10分



研修の導入

• オリエンテーションを2週間かけて行う

• 愛知県や全国の民医連のオリエンテーショ
ンに参加

• ５月まで導入研修で担当患者を主治医とし
て２−３人もつ

• カルテ記入、オーダー、治療方針を指導医
とともに行っていく

• 学習会に参加する




